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タイトル 

三木北高校×三木市ふるさと納税「プロジェクト 10.0※」を実施 
～高校生と連携しふるさと納税の更なる推進をめざします～ 

内 容 

三木市では兵庫県立三木北高校と連携し、授業の一環として三木市ふるさと

納税を推進する授業を実施します。この授業では、ふるさと納税の寄附者層分析

した結果、ふるさと納税のターゲット層を「高校生の親世代（おおよそ 40～50

代）」と仮定し、三木市ふるさと納税の更なる推進のため、そのターゲット層に

寄附をしていただくためには？というテーマに対して各クラスで PR方法などを

考案するためのグループワークを行い、最終的にプレゼン大会を実施します。 

プレゼン大会にて提案されたアイデアのうち、採用となったものについては

精査ののち、ふるさと納税推進事業に実際に取り入れます。さらに実施したアイ

デアの効果検証を行い、学校にフィードバックをすることで、次年度以降のふる

さと納税推進施策のブラッシュアップおよび連携につなげることを検討してい

ます。 

※プロジェクト 10.0…三木北高校と連携し、ふるさと納税の更なる推進のため、

まずは令和 5 年度寄附目標額の 10 億円をめざすプロジ

ェクトです。 

 

1 テ ー マ  高校生たちの親世代にふるさと納税をしてもらうためには？ 

～効果的な PR 方法の考察について～ 

 

2 スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

3 日 時  毎週水曜日 6 時間目（14 時 25 分～15 時 15 分） 

(7/7 と 7/11 に関しては短縮授業期間にて 2 時間連続で実

施予定) 

日程 内容 

5/31 グループワーク① 

6/7 グループワーク② 

6/14 グループワーク③ 

6/21 グループワーク④ 

6/28 グループワーク⑤ 

7/7 プレゼン準備①②（2 時間授業） 

7/11 プレゼン本番（2 時間授業） 

夏休み期間 審査及び審査結果確定 

9 月上旬 結果発表 



 

 

4 備 考  アイデアを考案する前段階として、基本知識としてマーケ

ティングの観点やふるさと納税制度自体も知っていただく

ための授業を実施しました。生徒たちにはそれに基づいて

自らが主体となりアイデアを考えていただきます。また。

グループワークの中で返礼品事業者へのインタビューなど

も検討しています。 

 

セールスポイント 

この授業で市内の学生と連携し、三木市ふるさと納税の更なる推進を図って

いきます。さらに、この授業を通じてふるさと納税について考えることをきっか

けとし、地域の魅力ある事業者のことを知り、地域に愛着を持つきっかけにもな

ればと考えています。 

 


